
【塩竈市の人口】  Ｈ29.6.30現在
住民基本台帳調べ  （前月比）
　人口　54,926人（  －41人）
　　男　26,243人（  －14人）
　　女　28,683人（  －27人）
世帯数　23,270戸（  ＋  6戸）

防災行政無線で放送された内容を再確認したいときは、自動音声で放送
内容を聞くことができます。

エフエムベイエリア（FM78.1MHz）でも防災行政
無線の内容や防災情報を放送していますので、災害
時にはラジオを活用ください。

防災行政無線確認電話  ☎364-1260

編
集
発
行
／
塩
竈
市
市
民
総
務
部
政
策
課

〒
985-8501 宮

城
県
塩
竈
市
旭
町
１
番
１
号

☎
022-355-5728  FAX022-367-3124

塩
竈
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
http://w

w
w
.city.shiogam

a.m
iyagi.jp/

　
　
E-m
ail:sisei@

city.shiogam
a.m
iyagi.jp

　
　
 

2
017.8

「広報しおがま」は、22,700部製作し、１部当たりの経費（印刷・発送）は68円です。

シリーズ 日本遺産 ｢政宗が育んだ“伊達”な文化｣と塩竈｢政宗が育んだ“伊達”な文化｣と塩竈
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蕉が当時見た鹽竈神社は、政宗が
領内の安寧と神の加護を仰ぐため

に再建しました。また、三代綱宗が造営
に着手し、四代綱村のとき寛文3年
（1663年）に完成した｢寛文の社殿｣です。
このころは本殿と拝殿が各一棟など、現
在の｢宝永の社殿｣とは異なる様相でした。

忠義を貫く 「文治燈籠」忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠義義をを義義義ををををををををを貫貫貫貫くくくくくくくくくくくくくくくくくく貫くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく「「「「「文文文文文文文文文文文文文文文文治治治治治治治治治治治治治治燈燈燈籠燈籠籠」忠義を貫く 「文治燈籠」

「文化の港シオーモ」ホームページ
http://shiomo.jp/kodomo/edo-episode03

芭

治燈籠を寄進した和泉三郎とは、奥州藤原三代
秀衡の三男忠衡のことで、初代清衡は長年続い

た戦乱で亡くなった人々を弔い極楽浄土に導くため
に、岩手県平泉町の中尊寺(世界遺産)を建てました。
平安時代の後期、東北の地に平和をもたらした奥州
藤原氏は、奥州一宮である鹽竈神社をあつく信仰し
ていました。鹽竈神社学芸員の茂木裕樹さんは、
｢文治燈籠は多くの方から長年大切にされてきまし
た。子どもたちには奥の細道にも登場し、名所とな
った文治燈籠を地元の誇りに思ってほしいです。｣と
話されました。

文

▲和気あいあいと、みんなで教え合い
ながら腕を磨いています。

｢将棋は脳の活性化にもな
りますので、皆さんも始め
てみませんか｣と川畑さん

鹽 神社学芸員 
茂木裕樹さん
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ねんりんピック秋田2017

ねんりんピックとは？
　｢ねんりんピック｣の愛
称で親しまれている｢全
国健康福祉祭｣は、60歳
以上の方々を中心とし
て、あらゆる世代の人た
ちが楽しみ、交流を深めることがで
きる健康と福祉の総合的な祭典で
す。今年の第30回大会は秋田県で
開催されます。

が

　芭蕉が訪れたときも、石の階段は高く積み上が
り、社殿が朝日に輝き、義経への義を貫いた和泉
三郎が500年前に寄進した｢文治燈籠｣がありました。

　みちのくの地には輝く先人のま
ごころが遺されています。平和を
願い、御霊を鎮める古人の思いに
触れる旅に出かけてみませんか。
【参考文献「新版おくのほそ道」、
「多賀の国府・平泉・鹽竈神社」】
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昭和33年には、
対になるようさら
に1基作られまし
た。
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